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Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
11
日
〜
12

日
、
都
内
に
て
、
第
28
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
来
賓
、
代
議

員
、
傍
聴
者
ら
約
２
６
０
人
が

参
集
し
た
。
今
大
会
は
、
Ｊ
Ｒ

労
働
界
が
新
た
な
局
面
を
迎
え

た
中
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
を
見

据
え
、
新
た
な
役
員
体
制
で
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
の

節
目
と
な
っ
た
。

　

大
会
議
長
団
に
は
Ｊ
Ｒ
西
労

組
か
ら
田
中
佑
佳
代
議
員
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
か
ら
木
村
智
隆
代

議
員
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。
11
人
の
代
議
員
・
特

別
代
議
員
か
ら
運
動
方
針
を
補

強
す
る
質
疑
を
受
け
た
後
、
執

行
部
か
ら
答
弁
を
行
っ
た
。

　

討
論
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
で
働

く
者
と
家
族
の
幸
せ
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
発
展
の
実
現
に
む

け
て
取
り
組
む
決
意
を
固
め
合

い
、
運
動
方
針
と
役
員
改
選
な

ど
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致

で
採
決
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

中
期
目
標
を
定
め
た
「
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
９
〜

２
０
２
３
」
に
つ
い
て
執
行
部

よ
り
説
明
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
大
会
に
お
い
て

役
員
改
選
を
行
い
、
３
期
６
年

間
会
長
を
務
め
た
松
岡
裕
次
氏

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
と
と
も
に
、

２
期
４
年
間
事
務
局
長
を
務
め

た
河
村
滋
喜
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
）
、執
行
委
員
と
し
て

政
策
部
長
お
よ
び
企
画
部
長
を

務
め
た
政
所
大
祐
氏（
同
）が
退

任
し
た
。
新
会
長
に
は
、
荻

山
市
朗
氏（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）、
事

務
局
長
に
尾
形
泰
二
郎
氏
（
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）、
執
行
委

員
に
今
井
孝
治
氏（
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
）を
新
た
に
選
出
し
た
。

◇

　

今
大
会
で
は
、
新
た
に
加
盟

し
た
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ポ
シ
ブ
ル

医
科
学
労
働
組
合
」
の
代
表
に

対
し
て
、
加
盟
証
書
と
Ｊ
Ｒ
連

合
バ
ッ
ジ
が
手
渡
さ
れ
、
会
場

全
体
で
歓
迎
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

グ
ル
ー
プ
労
組
は
93
単
組
と
な

り
、
総
勢
１
０
０
単
組
が
一
丸

と
な
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

執
行
委
員　

今
井　

孝
治　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

執
行
委
員　

中
山　

耕
介　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

執
行
委
員　

中
村　

鉄
平　

再

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

執
行
委
員　

北
村　

公
次　

再

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

　

な
お
、
副
会
長
１
名
、
執
行

委
員
２
名
、
会
計
監
査
員
２
名

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の

大
会
を
経
て
確
定
す
る
。

新たに、介護事業を営む「JR西日本ポシブル医科学労働組合」が加盟

スムーズな議事進行と充実した討議を演出した議長団
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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

会長挨拶（要旨）

会　

長　
　

荻
山　

市
朗　

新

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
会
長　
　

昆　
　

弘
美　

再

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

副
会
長　
　

菅
野　

一
位　

再

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

副
会
長　
　

鎌
田　
　

茂　

再

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

副
会
長　
　

中
濱　
　

斉　

再

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

副
会
長　
　

中
原　

博
徳　

再

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

副
会
長　
　

大
杉　

正
美　

再

（
貨
物
鉄
産
労
）
事
務
局
長　

尾
形
泰
二
郎　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

　

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
も
「
安
全
の
確
立
」
を
労
使
の

最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
つ
つ
、

政
策
活
動
や
組
織
課
題
へ
の
対
応

な
ど
、
着
実
に
運
動
を
行
っ
て
き

た
。
「
平
成
」
最
後
の
選
挙
と
な
っ

た
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会
の

組
織
内
議
員
20
名
全
員
の
当
選
を

果
た
し
た
。
京
都
府
議
会
と
広
島

県
議
会
で
は
、
30
歳
代
の
２
名
の

組
織
内
議
員
も
誕
生
し
た
。
こ
の

間
の
各
単
組
の
取
り
組
み
に
、
心

か
ら
感
謝
し
、
敬
意
を
表
す
る
。

　

五
里
霧
中
と
も
い
え
る
情
勢
の

中
で
、
新
元
号「
令
和
」の
時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
不
確
実
性
を
増

す
世
の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
将
来
を
見
据
え
、連
合
の

提
唱
す
る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
む
け
て

尽
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
る
。
来
年
に
か
け
て

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
が
、
仲

間
が
日
々
汗
を
流
し
、
粉
骨
砕
身

が
ん
ば
っ
て
い
る
中
、
私
た
ち
は

労
働
組
合
と
し
て
、
ま
さ
し
く
働

く
者
の
声
に
、
そ
し
て
声
な
き
声

に
も
傾
聴
し
、
真
に
民
主
的
な
労

働
運
動
を
不
断
に
追
求
し
、実
践
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

◇　
安
全
確
立
に
む
け
た
取
り
組
み

　

「
安
全
」
は
絶
対
に
譲
る
こ
と

の
で
き
な
い
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
の
認
識
を
、
あ
ら
た
め
て
共
有

し
た
い
。
重
大
事
故
の
悲
し
み
、

痛
み
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
継

承
し
、
未
来
志
向
で
安
全
を
創
り

あ
げ
て
い
く
。

　

こ
の
間
６
件
の
労
災
死
亡
事
故

が
連
続
発
生
し
た
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
労
災
は
依
然
と
し
て
微
増
微
減

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
と
り
わ
け

協
力
会
社
等
に
お
け
る
発
生
率
が

相
対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、
グ

ル
ー
プ
労
組
・
協
力
会
社
等
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
職
場
か
ら
の
丁
寧
で
粘
り

強
い
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
安
全
衛
生
活
動
や
労
使

協
議
を
強
化
し
、
よ
り
実
態
に
即

し
た
実
効
性
の
高
い
対
策
の
創
出
、

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◇　

民
主
化
闘
争

　
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
の
原
点
と
い
え

る
、
非
民
主
的
勢
力
と
の
闘
い
に

つ
い
て
は
、
昨
年
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ

東
労
組
の
組
織
瓦
解
に
よ
り
新
た

な
局
面
に
突
入
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
脱
退
者
の
多
く
が
労

働
組
合
に
未
加
入
の
ま
ま
で
あ
り
、

い
て
、
真
に
民
主
的
な
労
働
組
合

と
、
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
内
外
へ
広

く
訴
え
て
き
た
。
今
こ
そ
Ｊ
Ｒ
連

合
へ
の
総
結
集
を
加
速
さ
せ
る
最

大
の
好
機
と
捉
え
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

当
該
単
組
・
支
援
単
組
が
三
位
一

体
と
な
っ
て
、
主
体
的
か
つ
戦
略

的
な
行
動
を
展
開
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

げ
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
こ
う
で
は
な
い
か
。

◇　

産
業
政
策
活
動
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、
日
本
の

人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
交
通
政
策
単
体

で
は
な
く
、
社
会
・
経
済
政
策
を

総
動
員
す
る
〝
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク

ス
〞
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
、「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー

な
る
税
制
特
例
措
置
の
延
長
や
恒
久

化
は
も
と
よ
り
、
２
０
２
０
年
度

末
で
節
目
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
四
国
へ
の
経
営
支
援
策
に
つ

い
て
も
、
再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
産
業
の
構
造
的
な

諸
課
題
な
ど
、
バ
ス
産
業
の
発
展

に
む
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
政
策
活
動
の
強
化
が

れ
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
昨
年
を
上

回
る
54
単
組
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

獲
得
し
て
お
り
、
７
単
組
で
Ｊ
Ｒ

各
単
組
の
妥
結
額
を
上
回
る
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
け
る

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是

正
」
は
確
実
に
前
進
し
た
。
危
機

的
な
人
手
・
人
材
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
最
も
重
要

な
将
来
投
資
と
も
い
え
る「
ヒ
ト
」

へ
の
投
資
を
一
層
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
新
た
な
「
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
１
９
〜

２
０
２
３
）
」
の
策
定
に
至
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
産
業
の
構
造
を
踏
ま
え
、
従

来
以
上
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
を

意
識
し
、
掲
げ
る
目
標
へ
の
到
達
、

あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
む
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

◇　

政
治
活
動
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
治
活
動
は
、
政

局
が
混
迷
を
極
め
る
か
ら
と
い
っ

て
、
あ
る
い
は
刻
一
刻
と
変
わ
る

諸
情
勢
に
よ
っ
て
簡
単
に
ブ
レ
る

も
の
で
は
な
い
。
多
岐
に
わ
た
る

交
通
重
点
政
策
の
実
現
や
、
中
長

期
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
策
定
し

た
答
申
の
具
現
化
等
に
む
け
て
、

国
政
や
地
方
行
政
へ
の
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
国
の
治
安
問
題
で
あ
る
革

マ
ル
派
浸
透
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
組
織
課
題
の
解
決
に
む
け
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
そ
の
実

態
を
政
治
の
場
で
取
り
上
げ
、
内

外
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
年
７
月
に
は
第
25
回
参
議
院
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
議

員
懇
会
長
で
静
岡
県
選
挙
区
の
榛

葉
賀
津
也
議
員
、
幹
事
で
千
葉
県

選
挙
区
の
長
浜
博
行
議
員
を
最
重

点
候
補
と
し
、
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

所
属
お
よ
び
各
産
別
か
ら
の
支
援

要
請
に
基
づ
く
推
薦
候
補
者
を
重

点
候
補
と
し
て
、
必
ず
や
当
選
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

様
々
な
課
題
の
解
決
の
た
め
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
、
ひ
い
て
は
日
本
の
将
来
の
た

め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
全
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
運
動
を
展
開
し
よ
う
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道

や
Ｊ
Ｒ
貨
物

に
は
民
主
化

の
波
が
届
い

て
い
な
い
。

こ
う
し
た
中

で
も
、
民
主

化
３
単
組
の
粘
り
強
い
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
情
勢
は
変
化
し
て
お
り
、
内
外

に
お
け
る
民
主
化
の
機
運
は
、
過

去
に
は
無
か
っ
た
高
ま
り
を
見
せ

て
い
る
。
本
年
４
月
に
は
、
牧
久

氏
が
、
著
書
「
暴
君
」
に
て
、
松

崎
明
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
Ｊ
Ｒ

裏
面
史
を
詳
ら
か
に
し
た
。

　

私
た
ち
は
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
に
お

　

あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全

体
で
は
早
期
の
「
10
万
人
組
織
」

達
成
を
強
く
意
識
す
る
と
と
も
に
、

組
合
未
組
織
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に

お
け
る
組
織
化
や
、
各
種
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
活
動
を
組
織

の
拡
大
・
強
化
と
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

持
続
的
な
発
展
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
つ
な

ム
地
域
共
創
」
を
提
唱
し
て
き
た
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
経
営
の
自

立
へ
の
具
体
的
な
道
筋
が
立
っ
て

い
な
い
。
ま
た
当
該
３
社
に
限
ら

ず
、
日
本
の
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
翼
を
な
す
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
は
、
事
業
活
動
の
あ
り
方
、
存

在
意
義
を
強
く
問
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
末
で
適
用
期
限
切
れ
と

求
め
ら
れ

て
お
り
、

グ
ル
ー
プ

労
組
と
連

携
の
う
え
、

技
術
革
新

の
動
向
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
働
く
者
の

視
点
で
企
画
提
案
型
の
政
策
活
動

を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

◇　
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

労
働
条
件
向
上

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
お

い
て
、
こ
だ
わ
り
続
け
た
「
月
例

賃
金
の
引
き
上
げ
」
は
、
Ｊ
Ｒ
各

単
組
で
継
続
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
獲
得
す
る
な
ど
、
賃
上
げ
の
流

新役員紹介

荻
山
会
長
・
尾
形
事
務
局
長
に
よ
る

新
体
制
を
確
立 

新
た
に
今
井
氏
が
執
行
委
員
に
就
任

荻
山
会
長
・
尾
形
事
務
局
長
に
よ
る

新
体
制
を
確
立 

新
た
に
今
井
氏
が
執
行
委
員
に
就
任

尾形事務局長

荻山会長

今井執行委員

第28回定期大会
民主的な労働運動を
不断に追求する決意を共有

第28回定期大会
民主的な労働運動を
不断に追求する決意を共有

組
織
・
政
策
課
題
を
は
じ
め
諸
課
題
解
決
に
む
け
た
方
針
決
定

組
織
・
政
策
課
題
を
は
じ
め
諸
課
題
解
決
に
む
け
た
方
針
決
定

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

Ｊ
Ｒ
連
合
一
丸
と
な
り
運
動
展
開
へ

会 

長  

松 

岡 

裕 

次

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

Ｊ
Ｒ
連
合
一
丸
と
な
り
運
動
展
開
へ

会 

長  

松 

岡 

裕 

次
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11
人
が
積
極
的
・
建
設
的
な
発
言

質疑・討論
仲
間
づ
く
り
の
場
で人

と
人
の
信
頼
を

大
路
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組・青
年・女
性
委
員
会
）

責
任
組
合
と
な
り

常
識
的
な
労
使
関
係
を
築
く

池
田
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユニ
オ
ン
）

民
主
化
の
波
は

東
か
ら
貨
物
へ
及
び
始
め
た

和
田
代
議
員（
貨
物
鉄
産
労
）

改
善
基
準
告
示
の

実
効
性
を
高
め
る
べ
き

西
原
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組・自
動
車
連
絡
会
）

民
主
化
闘
争
完
遂
に

Ｊ
Ｒ
連
合
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を

芦
原
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

　

青
女
世
代
は
、
機
関
紙
よ
り
、

ス
マ
ホ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

Ｈ
Ｐ
や
Ｆ
Ｂ
な
ど
の
方
が
馴
染

み
や
す
い
。
特
に
、
新
規
採
用
者

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
と
の
差
別
化

を
図
る
意
味
で
も
、
更
新
頻
度

や
内
容
を
充
実
す
べ
き
。

　

青
年
女
性
委
員
会
第
24
回
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
は
、
内
容
を
工
夫
し

た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
約
２

割
が
グ
ル
ー
プ
労
組
組
合
員
と

い
う
実
績
を
得
た
。
学
習
会
で

は
「
青
年
・
女
性
委
員
会
は
仲

間
づ
く
り
の
場
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
を
共
有
し
た
。
組
織
拡

大
は
正
し
い
理
念
が
あ
る
だ
け

で
は
成
し
得
ず
、
継
続
的
な
取

り
組
み
と
人
と
人
の
信
頼
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

今
年
の
青
年
・
女
性
役
員
研

修
会
で
は
川
合
孝
典
議
員
に
講

義
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
４
月

委
員
会
の
中
で
も
、
政
治
へ
の

関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。

参
議
院
議
員
選
挙
に
も
全
力
で

取
り
組
み
た
い
。

つ
つ
あ
る
。
組
合
未
加
入
者
ら

の
不
満
が
非
民
主
的
な
活
動
に

引
き
寄
せ
ら
れ
る
前
に
、
Ｊ
Ｒ

Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
「
あ
る
べ
き
労

働
組
合
像
・
労
使
関
係
像
」
を

高
く
掲
げ
、
粘
り
強
く
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

が
責
任
組
合
と
な
り
、
会
社
と

常
識
的
な
労
使
関
係
を
築
く
。

私
た
ち
の
後
ろ
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合

８
万
３
０
０
０
人
の
仲
間
が
い

る
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
組
織

拡
大
を
通
じ
て
、
早
く
Ｊ
Ｒ
連

合
を
10
万
人
組
織
と
す
べ
く
、

全
組
合
員
が
奮
闘
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
。

つ
な
が
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
に
は
こ

れ
ま
で
松
岡
会
長
を
筆
頭
に
意

義
・
必
要
性
を
発
信
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
国

等
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
た
い
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
で
訴
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
四
国
地
域
と
し
て
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
。
Ｊ
Ｒ
四
国
へ
の
支
援
措
置

が
２
０
２
０
年
度
で
期
限
を
迎

え
る
。今
後
の
経
営
基
盤
確
立

の
た
め
新
た
な
支
援
も
必
要
。

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、他
労
組

組
合
員
や
新
入
社
員
と
お
ぼ
し

き
人
物
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
も

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、
状

況
の
変
化
を
少
し
ず
つ
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
他
労
組
組
合
員

へ
の
声
掛
け
や
交
流
を
行
っ
て

き
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
個

々
の
関
係
性
を
築
き
上
げ
て
き

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
少
数
で
微
力

な
が
ら
も
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ス
に
基
づ
き
、
他

労
組
に
負
け
な
い
政
策
を
打
ち

出
し
、
労
働
者
の
た
め
の
労
働

組
合
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、労

働
組
合
の
〝
質
〞
で
組
合
員
を

増
や
し
て
い
く
。

に
は
統

一
地
方

選
も
あ

り
、青

年
女
性

　

昨
年
か
ら
輸
送
障
害
が
続
き
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
上
越

新
幹
線
新
湯
沢
変
電
所
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
っ
て
国
土
交
通
省
か
ら

警
告
文
書
を
受
け
た
。
こ
れ
ま

や
「
適
正
な
要
員
配
置
」
な
ど
、

さ
ら
に
検
証
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
し
た
約

３
万
５
０
０
０
人
の
組
合
員
の

ほ
と
ん
ど
が
組
合
未
加
入
で

「
組
合
不
要
論
」
な
る
も
の
が

蔓
延
し
て
い
る
。
一
方
、
会
社

か
ら
の
立
て
続
け
に
打
ち
出
す

施
策
に
不
満
の
色
も
濃
く
な
り

で
危
惧

し
て
き

た
「
技

術
継
承

の
問
題
」

　

こ
の
間
も
安
全
に
関
わ
る
事

象
が
頻
発
し
て
い
る
。
他
社
に

比
べ
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
安
全
対
策
が
後

手
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
、

現
場
組
合
員
の
意
識
が
低
下
し

て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
徹
底
し
た

労
使
協
議
に
よ
り
、
安
全
に
関

し
て
は
一
歩
も
引
く
こ
と
な
く

対
応
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

安
全
最
優
先
の
職
場
風
土
、
企

業
風
土
を
構
築
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

四
国
は
、
新
幹
線
整
備
に
お

い
て
基
本
計
画
に
留
ま
っ
て
い

る
唯
一
の
エ
リ
ア
。
新
幹
線
整

ま
れ
、
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る

経
済
発
展
や
観
光
活
性
化
に
も

備
に
よ

り
大
き

な
時
間

短
縮
効

果
が
生

新
幹
線
整
備
に
加
え

新
た
な
経
営
支
援
も
必
要

幸
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

労
働
組
合
の〝
質
〞で

違
い
を
見
せ
つ
け
る

園
木
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

適
正
取
引
の
早
期
実
現
を
通
じ
た

労
働
条
件
改
善
を
望
む

後
藤
特
別
代
議
員

（
Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
組・グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
）

定
年
延
長
議
論
も

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
視
座
に

森
田
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
）

女
性
活
躍
に
む
け

「
Ｊ
Ｒ
連
合
な
ら
で
は
」の
活
動
を

竹
安
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組・女
性
代
表
）

り
、
組

織
拡
大

と
い
う

成
果
を

勝
ち
取

　

支
援
単
組
と
の
情
報
交
換
や

交
流
会
を
企
画
し
た
こ
と
に
よ

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
組
合

問
題
に
関
し
て
、
異
常
性
を
認

識
し
つ
つ
「
波
風
を
立
て
ず
に

居
ら
れ
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
」

と
い
う
考
え
方
、
所
謂
「
事
な

か
れ
主
義
」
が
蔓
延
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
余
程
の
理
由
が
な

け
れ
ば
組
合
を
変
わ
る
こ
と
は

な
い
」
と
考
え
る
者
が
多
数
い

　

昨
年
10
月
に
は
矢
田
わ
か
子

参
議
院
議
員
と
意
見
交
換
で
き

た
。
１
月
に
は
北
陸
新
幹
線
の

白
山
総
合
車
両
所
を
視
察
し
、

女
性
が
働
く
こ
と
に
配
慮
さ
れ

た
設
備
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
職
場
や
会
社
、
組
織
を

超
え
た「
Ｊ
Ｒ
連
合
な
ら
で
は
」

の
活
動
を
通
じ
て
、
全
国
の
仲

間
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
女
性
組
合
員
の
活

発
な
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

今
国
会
で
成
立
し
た
「
女
性

活
躍
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
」

の
実
効
性
や
、
女
性
活
躍
に
向

け
た
行
動
計
画
の
策
定
義
務
対

象
拡
大
に
、
実
態
把
握
や
チ
ェ
ッ

ク
を
し
っ
か
り
行
う
よ
う
お
願

い
す
る
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
に
お
い
て
も
、
育
休
や
産

休
に
関
す
る
制
度
や
設
備
の
改

善
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
組
合
員
の
声
を
会
社
に
伝

え
、
実
現
し
て
い
く
。

　
ま
た
、

子
育
て

に
関
す

る
国
の

制
度
も

JR労働界の新たなステージに取り組むべく諸課題解決にむけた
発言がなされ、思いを共有する参加者

　

連
合
が
、
賃
金
の「
絶
対
額
」

に
対
す
る
議
論
を
進
め
て
お
り
、

従
来
の
統
一
要
求
方
式
か
ら
転

換
し
、
産
別
自
決
、
さ
ら
に
将

来
的
に
は
単
組
自
決
と
な
っ
た

と
き
、
貨
物
鉄
産
労
と
し
て
は

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
Ｊ
Ｒ
連

合
に
は
、
連
合
に
対
し
て
「
上

げ
幅
要
求
方
式
」
「
統
一
要
求

方
式
」
を
引
き
続
き
掲
げ
て
い

く
よ
う
訴
え
て
ほ
し
い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
織
瓦
解
を

受
け
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
も
総
合

職
の
日

貨
労
組

合
員
が

脱
退
す

る
事
象

も
発
生
し
た
。
貨
物
鉄
産
労
も
、

１
人
で
も
２
人
で
も
組
織
拡
大

で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
協
定
に
基
づ

く
線
路
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
国
鉄
改
革
の
基
本
ス
キ
ー
ム

　

２
月
に
Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
民
主

化
に
む
け
た
行
動
を
と
も
に
し

た
が
、
無
責
任
に
多
数
で
押
し

か
け
て
「
ガ
ン
バ
レ
」
と
掻
き

た
て
る
こ
と
が
本
当
に
良
い
の

か
と
疑
問
を
感
じ
る
一
面
が
あ
っ

た
。
ま
ず
、
当
該
単
組
が
主
体

的
に
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
単

組
が
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
財
政

を
投
入
す
る
こ
と
も
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
生
命
維

持
装
置
で
あ
る
た
め
、
維
持
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旅
客

会
社
の
理
解
を
得
な
が
ら
も
、

こ
の
制
度
が
担
保
さ
れ
る
よ
う

国
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

し
て
い
く
の
か
。
自
動
車
連
絡

会
は
独
自
に
賃
金
実
態
調
査
を

　

今
後

乗
務
員

の
確
保

を
ど
の

よ
う
に

　

協
力
会
社
に
お
い
て
触
車
・

墜
落
と
い
っ
た
重
大
事
象
が
発

生
し
、
交
通
事
故
も
続
発
し
て

い
る
。
教
育
の
徹
底
、
安
全
対

行
い
、
会
社
と
議
論
し
て
き
た
。

今
後
も
春
季
生
活
闘
争
を
通
じ

て
成
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
を

定
め
る
改
善
基
準
告
示
は
改
正

か
ら
30
年
が
経
ち
、
半
数
以
上

が
違
反
を
し
て
い
る
実
情
が
あ

る
中
で
、
本
当
に
実
効
性
が
あ

る
も
の
な
の
か
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
鉄
道
と
バ
ス
の
連
携

に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
で
十
分
図
ら
れ
て
い
る

も
の
な
の
か
。
早
急
に
オ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
の
視
点
で
考
え
る
べ
き
。

策
に
コ
ス
ト
や
時
間
を
掛
け
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
等
に
つ
い

て
協
議
・
要
請
し
て
き
た
。
さ

ら
に
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
と
の
連
携

を
強
化
し
、
新
技
術
の
導
入
も

踏
ま
え
た
事
故
再
発
防
止
に
労

使
協
議
を
展
開
し
て
い
く
。

　

一
昨
年
被
災
し
た
「
日
田
彦

山
線
」
は
復
旧
に
む
け
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
に
と
っ

て
真
に
望
ま
れ
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
「
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
構
築
に
む
け
、
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域

共
創
」
の
理
念
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
く
。
九
州
新
幹
線
西
九

州
ル
ー
ト
全
線
複
線
フ
ル
規
格

化
な
ど
、
政
治
的
政
策
課
題
も

重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、
す

べ
て
の
推
薦
候
補
の
必
勝
に
む

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お

け
る
人
材
不
足
は
極
め
て
深
刻

で
あ
り
、
当
社
で
も
入
社
３
年

目
か
ら
５
年
目
の
社
員
が
退
職

べ
く
、
新
た
な
専
従
者
配
置
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

意
見
を
出
し
た
。
こ
の
間
議
論

し
て
き
た
経
過
も
踏
ま
え
、
引

き
続
き
新
執
行
部
に
お
い
て
も

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
も
支
援
単
組
と
し
て

最
大
限
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

昨
年

の
大
会

で
、
民

主
化
を

進
め
る

し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

退
職
者
が
共
通
し
て
理
由
に
挙

げ
て
い
る
の
が
賃
金
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
と
同
様
の
仕
事
を
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
は

低
く
、
結
果
と
し
て
生
活
水
準

は
下
が
る
一
方
で
あ
る
。
ま
た
、

作
業
環
境
で
の
格
差
も
あ
り
、

ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
、
精
神
的

に
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
各
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社

間
で
の
契
約
単
価
の
見
直
し
・

向
上
を
は
じ
め
、
付
加
価
値
の

適
正
配
分
に
資
す
る
取
引
の
実

現
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
具

ジ
ョ
ン
の
周
知
徹
底
を
お
願
い

し
た
い
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
10
万

人
組
織
」
の
実
現
に
向
け
、
グ

ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の
仲
間
と

と
も
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
う
。

体
的
な

後
押
し

と
、
中

期
労
働

政
策
ビ

　

も
は
や
Ｊ
Ｒ
総
連
と
の
比
較

で
組
織
を
拡
げ
て
い
く
、
大
き

く
し
て

い
く
次

元
で
な

く
な
っ

た
。
今

後
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
進
め

る
べ
き
状
況
に
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
の
２
０
１
９

春
季
生
活
闘
争
は
17
単
組
が
ベ

ア
を
勝
ち
取
る
な
ど
大
き
な
前

進
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
労

働
組
合
に
守
ら
れ
て
い
な
い
労

働
者
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
う

し
た
仲
間
へ
手
を
差
し
伸
べ
、

仲
間
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
を
推
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
に
お
い

て
も
初
め
て
労
働
政
策
に
関
す

る
提
言
を
策
定
し
、
会
社
に
発

し
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、

定
年
延
長
を
は
じ
め
人
事
・
賃

金
制
度
に
関
わ
る
提
案
が
あ
り
、

労
使
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

議
論
を
進
め
る
上
で
「
確
固
た

る
視
座
」
が
必
要
で
あ
る
が
、

ま
さ
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
「
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
と

痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
私
た
ち
の
運
動
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
の
榛
葉
会
長
を
国

会
に
再
登
壇
さ
せ
る
べ
く
、
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
て
必
ず
当
選

さ
せ
る
決
意
を
述
べ
て
お
く
。
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大
会
以
降
も
４
件
の
死
亡
労

災
事
故
の
他
、
感
電
、
墜
落
な

ど
の
重
大
労
災
や
極
め
て
危
険

な
待
避
不
良
等
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
グ

ル
ー
プ
・
協
力
会
社
で
発
生
し

た
。
現
場
の
最
前
線
で
働
く
方
々

に
思
い
を
寄
せ
、
安
全
性
の
さ

ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
は
、
要
求

書
を
提
出
し
た
す
べ
て
の
単
組

が
５
月
16
日
ま
で
に
妥
結
で
き
、

昨
年
を
６
単
組
上
回
る
38
単
組

が
ベ
ア
を
獲
得
す
る
な
ど
、
相

乗
効
果
を
発
揮
で
き
た
。
引
き

高
め
て
い
く
。

　

５
月
に
岡
山
の
地
で
「
第
７

回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
、
吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
早

期
実
現
に
弾
み
を
付
け
た
。
基

調
講
演
で
は
「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
」
と
い
う
、
公
共
交
通
が

幅
広
い
分
野
に
系
統
横
断
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
仮
に
廃
止

す
れ
ば
公
共
交
通
を
維
持
す
る

よ
り
も
多
く
の
経
費
負
担
が
生

じ
る
と
い
っ
た
定
量
的
分
析
に

つ
い
て
学
び
、
公
共
交
通
の
必

要
性
・
役
割
を
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

先
の
統
一
地
方
選
で
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
現
職
社
員
２
人
も
当

選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
選

挙
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

の
議
員
活
動
、
議
会
活
動
に
も

触
れ
さ
せ
、
〝
身
近
な
議
員
〞

に
な
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
新
た
な
候
補
者
の

発
掘
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ

る
。

Ｊ
Ｒ
の
連
合
の
結
成
理
念
と

未
来
宣
言
を
今
一
度　

河
村
事
務
局
長

総括答弁
（要旨）

政
治
と
の
関
わ
り
深
め
る
べ
く

身
近
な
議
員
に
育
て
る　

福
本
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

○　
安
全
確
立

○　
産
業
政
策

続
き
グ

ル
ー
プ

労
組
へ

の
相
乗

効
果
を

　

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
掲
げ

た
と
お
り
、
安
全
確
立
は
私
た

ち
が
実
践
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
。
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
や
っ
て
い
く
、
職

場
か
ら
安
全
を
つ
く
っ
て
い
く
、

自
ら
が
安
全
を
築
き
上
げ
て
い

く
と
い
う
意
識
を
共
有
し
た
い
。

特
に
、
安
全
衛
生
活
動
の
取
り

組
み
を
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

Ｊ
Ｒ
関
係
者
の
労
働
条
件
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
向
こ
う
５
年
間
の

目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。
中
長
期
的
な
視
点
に
立
脚
し

た
働
き
方
の
総
点
検
の
取
り
組
み
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

は
、
男
女
平
等
参
画
推
進
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
取
り
組

み
も
重
要
で
あ
る
。

　

第
25
回
参
議
院
選
挙
に
む
け
て
、

最
重
点
候
補
で
あ
る
静
岡
県
選
挙
区

の
榛
葉
議
員
、
千
葉
県
選
挙
区
の
長

浜
議
員
と
と
も
に
21
世
紀
の
鉄
道
を

考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
の
４

議
員
や
、
各
産
別
候
補
に
つ
い
て
も

重
点
候
補
と
し
て
、
全
員
当
選
に
む

け
て
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

　

令
和
初
の
定
期
大
会
が
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
実
り
あ
る
大
会
に
な
っ

た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
向
こ

う
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
を
図
る
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
連
合
１
０
０

単
組
が
一
致
団
結
し
て
実
践
し
て
い

く
こ
と
を
お
願
い
し
、
総
括
答
弁
と

す
る
。

針
案
が
さ
ら
に
補
強
・
肉
付
け
さ
れ

た
。
向
こ
う
１
年
間
、
加
盟
全
単
組

で
運
動
を
確
実
に
実
践
し
て
い
く
べ

く
答
弁
す
る
。

　

先
ず
以
て
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
結
成
理
念
と
未
来
宣
言
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
も
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
共
有
し
た
い
。

　

私
た
ち
は
、
安
全
最
優
先
で
世
の

中
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
安
全
の
確
立
を
最

重
要
課
題
と
し
て
安
全
指
針
の
浸
透

を
図
り
つ
つ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
対
す
る
対
策
の
強
化
、
Ｊ
Ｒ
も
含

め
て
グ
ル
ー
プ
会
社
、
協
力
会
社
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
な

ど
、
安
全
最
優
先
の
職
場
・
企
業
風

土
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
労
使
が
真
摯
に
向
き
合

い
、
組
合
員
が
安
全
・
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
健
全
な
労
使
関
係

の
も
と
で
労
使
協
議
を
充
実
さ
せ
て

い
く
、
そ
し
て
、
各
現
場
に
お
い
て

は
、
安
全
衛
生
活
動
の
充
実
も
お
願

い
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
組
織
の

強
化
と
拡
大
に
よ
り
、
組
織
の
推
進

力
を
高
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も

Ｊ
Ｒ
総
連
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
問
題

の
解
決
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗

の
も
と
へ
総
結
集
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の

一
元
化
と
い
う
最
終
的
な
目
標
に
向

か
っ
て
総
団
結
し
て
運
動
を
展
開
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
組
合
不
要
論

が
蔓
延
し
て
い
る
状
況
下
、
鉄
は
熱

い
う
ち
に
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
も
重
要
。
グ
ル
ー

プ
労
組
の
組
織
化
、
さ
ら
に
は
非
正

規
労
働
者
の
組
織
化
を
進
め
る
こ
と

を
要
請
す
る
。
引
き
続
き
、
各
エ
リ

ア
連
合
と
連
携
し
な
が
ら
、
目
標
と

し
て
い
る
10
万
人
組
織
達
成
に
む
け

運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

国
鉄
改
革
の
目
的
は
鉄
道
の
再
生

に
あ
り
、
鉄
道
の
有
効
活
用
を
通
じ

た
地
域
や
経
済
の
活
性
化
へ
の
貢
献

こ
そ
が
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
使
命
。
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

の
形
成
を
目
指
し
、
国
や
地
方
自
治

体
、
地
域
住
民
な
ど
と
向
き
合
い
、

す
べ
て
の
モ
ー
ド
の
交
通
事
業
者
と

議
論
を
し
、
交
通
政
策
課
題
の
解
決

に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

新
た
に
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
９
〜
２
０
２
３
）
、
を
示

し
た
。
雇
用
、
労
働
、
賃
金
、
各
種

労
働
条
件
、
春
闘
な
ど
を
軸
と
し
た

り
、
法
定
の
安
全
衛
生
委
員
会

が
な
い
職
場
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
で
き
る
。

　

や
は
り
安
全
の
取
り
組
み
と

い
う
の
は
積
み
重
ね
。
過
去
の

労
災
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
共

有
し
て
、
そ
れ
を
礎
と
し
て
安

全
を
築
き
上
げ
て
い
く
。
安
全

対
策
委
員
会
を
通
じ
て
情
報
共

有
し
て
い
る
。
エ
リ
ア
連
合
で

は
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

実
施
し
て
い
る
。
特
に
４
大
労

災
（
墜
落
、
感
電
、
触
車
、
交

通
事
故
）
が
連
続
発
生
し
て
い

る
と
い
う
現
状
は
、
意
識
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
の
10
月
に
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
Ｊ
Ｒ
産

業
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
い
。
グ

ル
ー
プ
を
含
め
て
、
み
ん
な
で

安
全
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
共
有

し
た
い
と
思
う
。

　

地
域
の
人
流
・
物
流
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
守
っ
て
い
く

の
か
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
に
は

支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
う
再
構
築
し
て
い
く
と
い
う

と
こ
ろ
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と
思
う
。

　

最
近
で
は
、
昨
年
相
次
い
だ

自
然
災
害
の
中
で
の
課
題
に
つ

い
て
、
国
会
で
も
議
論
い
た
だ

い
て
い
る
。
例
え
ば
、
道
路
法
、

あ
る
い
は
電
気
事
業
法
の
中
に

は
、
自
然
災
害
の
と
き
に
は
一

時
使
用
で
き
る
規
定
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
鉄
道
で
も

実
現
で
き
な
い
か
訴
え
な
が
ら
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
に
つ
い
て

は
、
２
年
後
に
は
法
改
正
を
伴

う
支
援
策
の
必
要
性
が
あ
る
。

こ
の
１
年
が
ヤ
マ
場
、
も
う
待
っ

　

他
労
組
組
合
員
は
、
自
分
た

ち
の
組
織
の
異
常
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
こ
と

を
知
ら
な
い
。
一
人
で
も
多
く

接
触
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
、

仲
間
と
な
っ
て
拡
大
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
１
万
１
０
０

０
人
台
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。

し
か
し
Ｊ
Ｒ
へ
の
革
マ
ル
派
浸

透
問
題
が
解
決
し
た
か
と
い
う

と
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
先

鋭
化
し
て
い
る
。
北
海
道
や
貨

物
に
は
波
及
す
ら
し
て
い
な
い
。

　

一
方
で
多
く
の
未
加
入
者
が

い
る
が
、
職
場
の
安
全
や
モ
ラ

ル
の
低
下
を
も
招
き
か
ね
な
い
。

Ｊ
Ｒ
連
合
、
さ
ら
に
は
連
合
全

体
、
労
働
界
全
体
に
も
、
波
及

し
か
ね
な
い
問
題
。
危
機
感
を

持
っ
て
、
一
刻
も
早
く
民
主
的

な
労
働
組
合
、
労
使
関
係
を
構

築
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
総
連
と
の

比
較
で
民
主
化
闘
争
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
は
新
た
な
戦
略
を
持
っ
て
臨

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。次
の

〈
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事
務
所
〉

　

代
表　
　
　
　

瀧　
　

勝
次

〈
交
運
共
済
〉

　

専
務
理
事　
　

伊
佐　

弘
之

〈
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〉

　

担
当
部
長　
　

宮
本　

成
幸

〈
中
央
労
金
〉

　

担
当
部
長　
　

見
波　

美
江

〈
顧
問
〉

　

弁
護
士　
　
　

秋
山　

泰
雄

　

弁
護
士　
　
　

関　
　

次
郎

　

前
会
長　
　
　

坪
井　

義
範

〈
歴
代
会
長
〉

　

三
代
会
長　
　

葛
野　

和
明

　

四
代
会
長　
　

明
石　

洋
一

　

五
代
会
長　
　

角
田　

修
作

〈
退
職
者
連
絡
会
〉

　

会
長　
　
　
　

髙
野　

富
夫

【
官
公
庁
】

国
土
交
通
大
臣　

石
井　

啓
一

厚
生
労
働
大
臣　

根
本　
　

匠

【
自
治
体
】

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月
大
造

【
衆
議
院
議
員
】

池
田
真
紀
、
稲
富
修
二
、
神
谷

裕
、
城
井
崇
、
吉
良
州
司
、
近

藤
和
也
、
近
藤
昭
一
、
斉
木
武

志
、
佐
々
木
隆
博
、
白
石
洋
一
、

武
内
則
男
、
田
嶋
要
、
辻
元
清

美
、
津
村
啓
介
、
西
岡
秀
子
、

野
田
佳
彦
、
平
野
博
文
、
古
川

元
久
、
本
多
平
直
、
前
原
誠
司
、

森
山
浩
行
、
矢
上
雅
義
、
山
井

和
則
、
柚
木
道
義
、
横
光
克
彦

【
参
議
院
議
員
】

足
立
信
也
、
大
塚
耕
平
、
小
川

勝
也
、
川
合
孝
典
、
古
賀
之
士
、

小
林
正
夫
、
難
波
奨
二
、
野
田

国
義
、
羽
田
雄
一
郎
、
浜
野
喜

史
、
福
山
哲
郎
、
森
本
真
治
、

矢
田
わ
か
子
、
柳
田
稔

【
労
働
組
合
関
係
】

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
自
治
労
、
自

動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
基
幹
労
連
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、

生
保
労
連
、
日
教
組
、
電
力
総

連
、
情
報
労
連
、
運
輸
労
連
、

私
鉄
総
連
、
フ
ー
ド
連
合
、
Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
、
損
保
労
連
、
国
公

連
合
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
、
交
通

労
連
、
海
員
組
合
、
航
空
連
合
、

ゴ
ム
連
合
、
紙
パ
連
合
、
全
国

ガ
ス
、
印
刷
労
連
、
全
水
道
、

全
国
農
団
労
、
メ
デ
ィ
ア
労
連
、

全
自
交
労
連
、
全
労
金
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
労
協
、
森
林
労
連
、
労

済
労
連
、
労
供
労
連
、
全
印
刷
、

全
国
ユ
ニ
オ
ン
、
全
国
競
馬
連

合
、
Ｊ
Ａ
連
合
、
港
運
同
盟
、

全
造
幣
、
全
港
湾
、
鉄
構
労
、

鉄
道
関
連
労

【
友
誼
団
体
等
】

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
一

般
社
団
法
人
全
国
労
働
金
庫
協

会
、
労
働
金
庫
連
合
会
、
公
益

財
団
法
人
国
際
労
働
財
団
、
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
、

政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
上
記
以
外
】

元
衆
議
院
議
員　

吉
田
治
、
参

議
院
議
員
選
挙
候
補
予
定　

森

屋
隆

〈
４
面
に
つ
づ
く
〉

　

11
名
の
代

議
員
、
特
別

代
議
員
か
ら

の
発
言
に
よ

り
、
運
動
方

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
順
不
同
）
敬
称
略

大会討論に耳を傾ける代議員

中山組織・政治部長

中村交通政策部長

代議員の発言に
組合員の立場にたって
執行部が答弁

大
会
に
ご
出
席
頂
い
た
ご
来
賓

（
順
不
同
）　
敬
称
略代表幹事

中田　利幸

会　長
神津　里季生

議　長
住野　敏彦

参議院議員
長浜　博行

衆議院議員
大串　博志

衆議院議員
小川　淳也

衆議院議員
原口　一博

衆議院議員
泉　健太

衆議院議員
広田　一

参議院議員
榛葉　賀津也

〈
地
方
議
員
団
連
絡
会
〉

〈
交
運
労
協
〉

〈
連
合
〉

〈
国
会
議
員
懇
談
会
〉

衆議院議員
岸本　周平

○　
組
織
・
民
主
化
闘
争
（
青
女
含
む
）

た
な
し
で
あ
る
。

　

バ
ス
と
鉄
道
の
連
携
の
事
例

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
で
、
パ
タ
ー

ン
ダ
イ
ヤ
を
導
入
し
つ
つ
列
車

本
数
を
減
ら
し
た
部
分
を
バ
ス

で
補
う
よ
う
な
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
た
。
様
々
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
地
域
の
す
べ
て
の

関
係
者
で
議
論
で
き
る
と
考
え
る
。



ＪＲ連合令和元年（2019）7月1日 第 599号（４）

第25回参議院議員選挙
 今こそＪＲで働く
 私たちの声を国政に届けよう

大　会　宣　言
　私たちは本日、「東武ホテルレバント東京」で第28回定期大会を開催し、2019年度の運動
方針を満場一致で決定した。

　最重要課題である安全の確立にむけては、福知山線列車事故をはじめとする重大事故を決
して風化させることなく、不断に取り組みを展開する。とりわけ、四大労災や待避不良、イ
ンシデントが多発している現状を踏まえ、「働く者の安全確保が、ひいては鉄道全体の安全
性向上に繋がる」との認識を再確認し、「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼ
ロ」の実現にむけ、「安全は絶対に譲らない」との信念に基づく安全最優先の行動を実践す
る。そして、協力会社等をも含めたＪＲグループ全体の安全性の向上を追求すべく、安全衛
生活動や労使協議等のあらゆる機会を通じて、職場からのボトムアップを基礎とした、より
実態に即した実効性の高い対策の創出・実施に丁寧かつ粘り強く取り組む。

　民主化闘争については、２０１８春闘を契機に発生したＪＲ東労組の組織瓦解により新た
な局面に突入したが、未だにＪＲ東日本の多くの社員が労働組合に未加入のままであり、Ｊ
Ｒ北海道やＪＲ貨物には民主化の波が届いていない。このような現状を打破し、ＪＲ連合へ
の総結集、ＪＲ労働界の一元化を実現するべく、ＪＲ連合・当該単組・支援単組が三位一体
となった行動を主体的かつ戦略的に展開する。特に今後は、ＪＲへの革マル派浸透問題に対
して警鐘を鳴らすだけではなく、あらためて「あるべき労働組合像・労使関係像」を強く掲
げ、社会インフラを担うＪＲ産業には、真に民主的な労働組合と健全で建設的な労使関係が
必要不可欠であることを内外に強く発信する。さらには、グループ会社等における労働組合
結成や未組織労働者の組織化を通じた組織強化・拡大を実現することで、「ＪＲ連合10万人
組織」の達成やＪＲ産業の持続的な発展、ＪＲ関係労働者の社会的地位の向上に繋げる。

　産業政策活動については、持続可能な人流・物流ネットワークの構築に資する中長期的政
策を推し進めつつ、税制特例措置の継続適用をはじめとした喫緊の重要課題にも確実に対処
していかねばならない。そのうえで、ＪＲ北海道、ＪＲ四国、ＪＲ貨物のめざすべき将来像
を念頭に置いた経営支援措置を再構築するべく、次なるステージを意識した機動的な取り組
みを行う。また、労働政策活動については、「中期労働政策ビジョン（2019～2023）」で示
す、すべてのＪＲ関係労働者の労働条件等の「あるべき姿」を加盟全単組で共有し、その実
現にむけて労働協約改訂交渉や春季生活闘争をはじめとした取り組みを力強く展開する。

　政治活動については、産業政策課題や組織課題を解決するために極めて重要であり、いか
なる政局においても着実に取り組む。第19回統一地方選挙ではＪＲ連合地方議員団連絡会の
組織内議員・候補全員の当選を果たしたが、今後は、第25回参議院議員選挙や次期衆議院議
員選挙をはじめとする国政選挙を通じ、私たちの運動の理解者であるＪＲ連合国会議員懇談
会、「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に所属する議員の全員当選にむけて、総力を
結集する。

　私たちは本大会の議論を踏まえ、ＪＲを代表する責任産別としての責任と自覚を持ち、Ｊ
Ｒ産業の未来を創る運動を積極果敢に展開していく決意を表明する。

以上、宣言する。

２０１９年６月１２日
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

第２８回定期大会

Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
支
援
策
に
む

け
た
検
討
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を

考
慮
す
れ
ば
、
展
望
と
し
て
、

こ
こ
１
〜
２
年
が
正
念
場
。

　

財
政
が
厳
し
い
中
で
、
こ
れ

ま
で
予
算
配
分
し
て
き
た
と
こ

ろ
。
や
は
り
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
限
ら
れ
た
浄
財
を
ど
う
使

う
か
、
い
つ
使
う
か
、
引
き
続

き
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

　

専
従
体
制
、
役
員
体
制
の
見

直
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
財
政
措

置
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議

論
を
し
て
き
た
が
、
結
論
と
し

て
は
、
現
状
維
持
。
連
合
や
交

運
労
協
の
動
き
を
含
め
て
、
組

織
、
財
政
、
運
動
の
あ
り
方
を

見
直
す
時
期
が
必
ず
来
る
。

　

青
年
・
女
性
委
員
会
の
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
で
は
、
Ｊ
Ｒ
に
は
多

く
の
仲
間
が
い
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
共
有
で
き
た
。
「
仲
間

づ
く
り
」
の
大
切
さ
を
訴
え
る

た
め
に
も
非
常
に
有
効
で
あ

る
。

　

Ｈ
Ｐ
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
は
注
力
し
て

い
る
。
分
か
り
や
す
さ
を
求
め

つ
つ
、
さ
ら
に
更
新
頻
度
等
は

上
げ
て
い
き
た
い
。

〈
３
面
か
ら
〉

　

投
票
率
を
見
る
と
、
20
代
、

30
代
で
は
40
％
ぐ
ら
い
。
残
る

60
％
の
半
分
で
も
票
が
動
け
ば
、

政
治
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
。

　

今
、
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ

と
は
榛
葉
議
員
、
長
浜
議
員
や
、

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
・

産
別
候
補
の
方
々
を
し
っ
か
り

当
選
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
政
策
や
組
織
の
課

題
解
決
に
む
け
、
さ
ら
に
連
携

Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
れ
ら
に
加
え
、

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

も
踏
ま
え
方
針
を
立
て
て
い
く
。

　

グ
ル
ー
プ
労
組
が
抱
え
る
課

題
は
、
人
材
の
確
保
と
定
着
。

こ
う
し
た
課
題
も
踏
ま
え
な
が

ら「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
た
。
ま
ず
は
同
ビ
ジ
ョ

ン
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
が

大
事
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
参
上
し
、
グ
ル
ー

プ
93
単
組
が
一
丸
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

　

５
年
間
の
目
標
と
し
て
い
る

が
、
大
事
な
の
は
、
情
勢
を
捉

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
。

単
組
内
・
単
組
間
、
産
別
と
単

組
間
と
い
っ
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
内

で
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

け
る
体
制
に
し
て
い
き
た
い
。

　

改
善
基
準
告
示
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
５
年
後
に

は
時
間
外
労
働
は
９
６
０
時
間

上
限
と
な
る
が
、
一
般
則
に
近

　

今
春
季
生
活
闘
争
で
は
、
特

に
グ
ル
ー
プ
労
組
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
昨
季
を
上
回
る
状
況
で
、

直
近
２
年
間
で
10
単
組
以
上
獲

　

目
標
と
し
て
女
性
役
員
を
女

性
組
合
員
比
率
ま
で
引
き
上
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
現

状
は
ま
だ
ま
だ
。
女
性
の
中
央

執
行
委
員
、
専
従
役
員
の
選
出

な
ど
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

周
り
の
男
性
役
員
の
応
援
・
支

援
と
い
う
の
は
絶
対
に
必
要
。

　

シ
ニ
ア
、
女
性
な
ど
を
は
じ

め
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
社
会
か

ら
求
め
ら
れ
て

い
る
。
労
働
組

合
に
い
ろ
ん
な

人
た
ち
が
参
画

し
て
、
み
ん
な

で
Ｊ
Ｒ
連
合
を

つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
の
が
、

私
た
ち
の
め
ざ

す
べ
き
方
向
。

政所企画部長

北村労働政策部長

○　
政
治
活
動

○　
労
働
政
策
（
グ
ル
ー
プ
労
組
・
バ
ス
）

○　
男
女
平
等
参
画

11人の発言に対し、向こう1年間の運動を精力的に
展開するべく答弁する執行部

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　

６
月
26
日
通
常
国
会
も
閉
会

し
、
い
よ
い
よ
参
議
院
議
員
選

挙
の
日
程
が
７
月
４
日
公
示
、

７
月
21
日
投
開
票
で
決
ま
っ
た
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
一
強
多

弱
の
政
局
が
続
き
、
官
僚
の
不

祥
事
、
閣
僚
の
不
適
切
発
言
等

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
長
期

政
権
、
与
党
の
お
ご
り
が
、
顕

在
化
し
て
い
る
。
世
界
の
政
治

経
済
、
社
会
の
状
況
は
ま
す
ま

す
混
迷
を
深
め
て
お
り
、
多
く

の
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
が
増
大

し
て
お
り
、
国
内
情
勢
に
目
を

向
け
る
と
、
経
済
社
会
構
造
の

変
化
が
激
し
く
、
国
民
の
将
来

不
安
は
払
し
ょ
く
さ
れ
な
い
ま

ま
迷
走
し
て
い
る
感
が
否
め
な

い
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策

実
現
と
組
織
課
題
の
解
決
に
む

け
て
、
一
強
政
治
転
換
へ
の
足

が
か
り
を
築
く
必
要
が
あ
る
。

今
こ
そ
Ｊ
Ｒ
で
働
く
私
た
ち
の

声
を
国
政
に
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
次
参
議
院

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連

合
は
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
」で
会
長
を
務
め
る
榛
葉

賀
津
也
議
員
（
静
岡
県
）
、
同

じ
く
幹
事
を
務
め
る
長
浜
博

行
議
員
（
千
葉
県
）
を
最
重

点
候
補
、
「
21
世
紀
の
鉄
道
を

考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所

属
お
よ
び
各
産
別
か
ら
の
支
援

要
請
に
基
づ
く
推
薦
候
補
者
８

人
を
重
点
候
補
と
定
め
、
必
勝

を
め
ざ
し
て
選
挙
戦
に
臨
む
。

　

各
級
機
関
に
お
い
て
、
組
合

員
・
家
族
へ
の
周
知
徹
底
、
グ

ル
ー
プ
労
組
や
退
職
者
連
絡
会

選
挙
機
運
を
高
め
る
広
報
活
動

の
強
化
（
機
関
紙
へ
の
選
挙
関

連
の
連
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
活
用
し
た
選
挙

運
動
）
、
期
日
前
投
票
を
含
め

た
組
合
員
・
家
族
な
ど
へ
の
投

票
促
進
の
取
り
組
み
、
な
ど
万

全
を
期
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

要
請
す
る
。

等
と
の

連
携
、

地
方
連

合
会
等

支
援
組

織
と
の

連
携
、

７
月
４
日
公
示
・
７
月
21
日
投
開
票

最重点候補（国会議員懇所属）

重点候補（現職は議員フォーラム所属）

長浜　博行
千葉県　立憲民主・現

榛葉　賀津也
静岡県　国民民主・現

森屋　隆
比例　立憲民主・新
【私鉄総連】

田村　麻美
比例　国民民主・新
【ＵＡゼンセン】

浜野　喜史
比例　国民民主・現
【電力総連】

石上　俊雄
比例　国民民主・現
【電機連合】

野田　国義
福岡県　立憲民主・現

森本　真治
広島県　国民民主・現

大塚　耕平
愛知県　国民民主・現

羽田　雄一郎
長野県　国民民主・現

得
単
組
数
が
増
え
た
こ
と
に
な

る
。
来
年
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
し
っ
か
り
と
連
合
や

交
運
労
協
で
議
論
し
て
い
く
。

を
密
に
す
べ
く
、
今
次
選
挙
に

お
い
て
も
国
会
に
送
り
込
ん
で

い
く
よ
う
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
。

づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
た
に
バ
ス
運
転
者
に
な

り
た
い
と
思
う
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
交
運
労
協
の
一
員

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。


